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1〔論　壇〕
ご挨拶を兼ねて
　　　　　　　　　　　　　教務担当常勤理事　　津　坂　　伸　幸
　明治大学は来年1月に創立ユ20周年を迎えます。リバティタワーの
2期工事として進められてきた新図書館も本年9月に完成し、来年4月
から開館の運びとなりました。両施設とも当初計画にそった最新の情報
通信技術が集約された施設となっています。またこれとともにB地区開
発計画も着々と進んでおります。ひきつづき、和泉、生田の両キャンパスの整備事業もリバティタワー
並みにという強い要請もあり、本年度から本格的に着手いたしました。
　幸い、情報担当組織も同時に設置され、保守、運用に加えて企画、管理、サポート体制も本格的に動
き始めたところです。
　情報環境の充実は同時に授業形態の変革を可能とし、本学の一層の個性化にっながるものと大いに期
待しているところです。また、事務システムのさらなる効率化も重要な課題でありますが、システム化
にあたっては、「学生・教職員さらに法人にとってどのような意味をもっことになるのか」を共通のコン
セプトに展開する必要があると考えます。
　今後は今日の時代を担う明治大学として、またその一人といたしまして、当大学における情報科学に、
現時点での所感を一言述べておきたいと思います。当大学における予算規模からみても、人員スタッフ
面からみても、関係する諸施設建物からみても、大変大きな存在であることは間違いないことで、当大
学にとっては一っの特徴的なものの一つであると思われます。だから、より効率のよい、バランスのと
れたシステムを整え、更にまた、検討し、試行錯誤しながらより適切な体制組織を構築していく必要が
ありましょう。今日の問題として現在の財政状況は将来のシステムへの投資を考えた時、厳しいものが
あります。
　いま世の中ではインターネットに絡んだIT革命や、ゲノム問題等に代表される、21世紀型情報関
係諸問題が、我が明治大学にとっても、近未来において、中心的課題になってくるものと思われますが、
今後は、何時でも、何処でも、誰でも、気軽に、容易に、手が届き、みじかに対応できるような、シス
テムを整えていかなければならないと考えます。関係部署のより的確なる対応を望みます。
　そのためには、明大の人材を生かし、組織を生かし、資金を生かしたものにしていかなければなりま
せん。だからこそ、そのために、生きた教育研究を目指し、活きた事業計画企画を、より的確に、より
具体的に、より確実に展開実施していく必要があります。その点を充分ご理解いただき、ご協力を願い
たいと存じます。
　本学の情報科学は、教育と研究のために、より多くの有効な情報をいち早く収集し、より多くの教育
研究に役立て、そしてより多くの有効な情報を世に発信していくことを願っています。
